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タイトル

所属 名前 メールアドレス

ポスターの構成

注意点

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

ここでは，今回の修了制作で解決した開発にお
ける課題・問題点について述べる．例えば「XX
システム開発の際に，セキュリティ上の攻撃と
それに対する対策を系統的，網羅的に分析す
る必要がある」といったもの．「YYアプリに機能A
がなかった」等アプリケーション自体の問題点で
はないことに注意する．

ここでは，左で挙げた問題について，どのような
手法・ツールの適用や提案によって解決したか
を述べる．手法・ツールの名前を出すだけでなく，
性質を明示し問題との対応がわかるようにする．

例えば「達成目標を分析してシステムの構成要
素を導出する系統的な方法を定めた要求分析
手法KAOSを用いて・・・」といった感じ．

このフォーマットはA3になって

いますが，実際にはポスター
A0印刷，配布用A4印刷を行い
ます．文字の大きさは最低13pt
程度としてください．

上の概要のタイトルも必要であれば変更し
てください．人によっては「適用」ではなく
「拡張」「提案」「連携」等となると思います．
ある程度であればマスタの方の大きさを変
えていただいても構いません．

概要より下の部分の構成（スペースの分割
等）についてはお任せします．フッタは残し
て下さい．

LMSから提出して下さい．

最終的には3月の修了式等のイベントにて，
（上司の方々や外部の来賓にも）掲示します．
・ こちらで印刷時の様子を見て多少レイアウト等
調整を行う可能性があります．
・印刷はNIIで（事務局が）行います．印刷結果を
事前にご自身で確認されたい場合ご相談ください．

提出

Webにてアクセス制限なく公開するものである
ことに留意して下さい．

審査会での発表とは異なり，外部の方々・TopSE
のツール・手法を知らない方々も対象となるため，
・モデリング方針
・ツールの設定
等の詳細よりも，
・その手法・ツールは何ができるか
・端的には，その図は何を表しており，その図を
使って何をしたのか
といったことを概念的に説明することとなります．
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Windowsクライアント環境構築における
Literate Computing for Infrastructureの適用

NTTコムウェア株式会社 国府田 充 kokufuda.mitsuru@nttcom.co.jp

Literate Computing for Infrastructure の適用イメージ

Jupyter Notebookのｻﾝﾌﾟﾙ

開発環境構築における問題点 手法・ツールの適用による解決

プライベートクラウドでの環境構築の検討課題
の一つとして，クライアントVM（Windows端末）

の環境構築に時間がかかり，開発着手のス
ピードアップを阻害していることが挙げられる．
そこで、Infrastructure as Code の適用を検討し

ているが，運用担当者に構成管理ツールの
コード内容に関するスキルセットが必要となり，
スキル不足がチームワークの阻害要因となる．

クライアント環境構築において，
Ansible + Jupyter Notebook による
「Literate Computing for Infrastructure」を適用する.

本手法により，以下の２つの両立を実現する．
・Infrastructure as Code の実現
・ヒューマンリーダブルな管理媒体の提供，
および，これによるスキルトランスファの効率化

比較実験

構築手順書

環境設計者 運用担当者

①執筆
メンテナンス

②確認 ③VMイメージ
作成

④サービス
オーダ 開発プロジェクト

①’ 執筆
メンテナンス

⑦サービスオーダにもとづいて
ソフトウェアのインストール
（Infrastructure as Code）

VMイメージ VMインスタンス

ポータルサイト
⑤サービス

オーダ転送

Ansible Playbook
(ｿﾌﾄｳｪｱｲﾝｽﾄｰﾙ用ｺｰﾄﾞ)

Jupyter Notebook
（実行可能な手順書）

①’’ 埋め込み

②’ 確認

⑥VMインスタンス作成

Literate Computing for Infrastructure

【比較手法】有スキル者から初学者へのレクチャによる習熟

初学者B

有スキル者

初学者A
10min 20min 30min 40min0min

10min 20min 30min 40min0min

10min 20min 30min 40min0min

Jupyter NotebookでのAnsible Playbook習熟：5’30

Ansible Playbook作成：3’50

Jupyter Notebook作成：4’35

Jupyter Notebook実行：1’55

Ansible Playbookレクチャ：22’09

Ansible Playbookレクチャ：22’09
Ansible Playbook作成：6’17

Ansible Playbook実行：1’40

合計：52’15

不具合件数：0

不具合件数：0

合計：15’50

【提案手法】Jupyter Notebook を用いた初学者の独習よる習熟 工数削減効果
69.7%
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